
 

 

 

第３回 指宿枕崎線（指宿・枕崎間） 

の将来のあり方に関する検討会議 

 

 

検討会議資料等 



第３回指宿枕崎線（指宿・枕崎間）

の将来のあり方に関する検討会議

会 次 第

日時：令和７年５月１３日(火）15:00～

場所：鹿児島県社会福祉センター

７階 大会議室

１ 開 会

２ 挨 拶

指宿枕崎線（指宿・枕崎間）の将来のあり方に関する検討会議

会長（鹿児島県参事兼交通政策課長）

３ 報 告

指宿枕崎線（指宿・枕崎間）の将来のあり方に関する検討会議

規約の改正について

４ 議 事

第１号：指宿枕崎線（指宿・枕崎間）検討調査事業について

５ 意見交換

６ そ の 他

７ 閉 会



団体名 職名 氏名 備考

1 鹿児島県総合政策部交通政策課
参 事 兼
交 通 政 策 課 長

鈴 木 圭 祐

2
鹿児島県南薩地域振興局
総務企画部総務企画課

総 務 企 画 課 長 上 脇 紀 明

3 指宿市総務部企画政策課 企 画 政 策 課 長 東 忠 孝

4 南九州市企画課 企 画 課 長 葛 迫 亮

5 枕崎市企画調整課 企 画 調 整 課 長 篭 原 正 二

6
九州旅客鉄道株式会社
総合企画本部地域戦略部

担 当 部 長 堀 江 秀 理

7
呉工業高等専門学校
環境都市工学分野

教 授 神 田 佑 亮

オブザーバー

1
国土交通省九州運輸局
交通政策部交通企画課

交 通 企 画 課 長 鈴 木 貴 大

2
国土交通省九州運輸局
鉄道部計画課

計 画 課 長 井 料 達 己

3
国土交通省九州運輸局
鹿児島運輸支局

首席運輸企画専門官
（企画調整担当）

谷 口 誠 一
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○ 九州旅客鉄道株式会社
○ 担当部長

○ 鹿児島県南薩地域振興局
総務企画課長

指宿市　企画政策課長 ○
○ 枕崎市　企画調整課長

南九州市　企画係長 〇

○

呉工業高等専門学校
教授

○ ○
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指宿枕崎線（指宿・枕崎間）の将来のあり方に関する検討会議規約（案） 

 

（目的） 

第１条 指宿枕崎線（指宿・枕崎間）の将来のあり方に関する検討会議（以下「検討会議」

という。）は，「交通政策基本法」（平成25年法律第92号）及び「地域公共交通の活性

化及び再生に関する法律」（平成19年法律第59号）の趣旨を踏まえ，沿線地域における

現状や課題を共有し，指宿枕崎線の将来のあり方について検討を行うことを目的とし

て設置する。 

 

（対象区間） 

第２条 検討会議は，指宿枕崎線指宿駅から枕崎駅までの区間を対象として議論する。 

 

（事務局） 

第３条 検討会議の業務を処理するため，検討会議に事務局を置く。 

２ 事務局は，鹿児島県総合政策部交通政策課に置く。 

３ 事務局に事務局長，事務局員を置き，会長が定めた者をもって充てる。 

４ 事務局に関し必要な事項は，会長が別に定める。 

 

（事業） 

第４条 検討会議は，第１条の目的を達成するため，次に掲げる業務を行う。 

（１）指宿枕崎線の将来のあり方の検討に関すること。 

（２）前号に掲げるもののほか，検討会議の目的を達成するために必要な事項に関するこ

と。 

 

（委員） 

第５条 検討会議の委員は，別表１に掲げる者又はその指名する者とする。 

 

（会長及び副会長） 

第６条 検討会議には会長１名，副会長若干名を置く。 

２ 会長は，鹿児島県総合政策部交通政策課長をもって充てる。 

３ 会長は，検討会議を代表し，その会務を総理する。 

４ 副会長は，委員の中から会長が指名する。 

５ 副会長は，会長を補佐して検討会議の業務を掌理し，会長に事故があるとき又は会長

が欠けたときは，会長の職務を代理する。 

 

（会議） 

第７条 検討会議（以下｢会議｣という。）は，会長が招集し，会長が議長となる。 

２ 会議は，委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 委員は，自ら会議に出席できない場合は，あらかじめ届け出た代理の者を出席させる

ことができる。この場合において，代理者をもって当該委員の出席とみなす。 

４ 会議の議決は，出席委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決するところに

報 告



よる。 

５ 検討会議は，必要があると認めるときは，委員以外の者に対して，資料を提出させ，

又は会議への出席を依頼し，助言等を求めることができる。 

６ 前各項に定めるもののほか，会議の運営に関し必要な事項は，会長が別に定める。 

 

（書面による決議） 

第８条 検討会議は，会長が認め，次に掲げる事由に該当する場合は，書面による決議を

行うことができる。 

（１）至急の決議が必要で，検討会議を開催するいとまがない場合。 

（２）事前に検討会議において書面による決議の了承を受けている場合。 

（３）その他，特別な事情があると認められる場合。 

２ 会長は，書面による決議を行った場合は，次回の検討会議において，その内容を報告

しなければならない。 

 

（協議結果の尊重義務） 

第９条 検討会議で協議が整った事項については，検討会議の委員は，その協議結果を尊

重しなければならない。 

 

（議事及び協議資料） 

第10条 検討会議の議事については，速やかに議事の概要を作成し，鹿児島県ホームペー

ジで公開するものとする。 

２ 会議資料は，原則として公開する。ただし，非公開とすることが適当であると認める

場合は，その一部又は全部を非公開とすることができる。 

３ 会議資料は，鹿児島県ホームページで公開するものとする。 

 

（経費の負担） 

第11条 検討会議の運営に要する経費は，負担金，補助金及びその他の収入をもって充て

る。 

２ 負担金は，鹿児島県，沿線自治体，九州旅客鉄道株式会社において応分の負担をする

こととする。 

 

（監査） 

第12条 検討会議に監査委員を１人置く。 

２ 監査委員は，委員のうちから選任する。 

３ 監査委員は，監査の結果を会長に報告しなければならない。 

 

（財務に関する事項） 

第13条 検討会議の予算編成，現金の出納その他財務に関し必要な事項は，会長が別に定

める。 

 

（その他） 

第14条 この規約に定めるもののほか，検討会議の運営上必要な細則は，会長が別に定め



る。 

 

附 則 

この規約は，令和６年８月９日から施行する。 

 

附 則 

この規約は，令和７年５月１３日から施行する。 



別表１　指宿枕崎線（指宿・枕崎間）の将来のあり方に関する検討会議委員又はその指名する者

団体名 職名 氏名 備考

1
鹿児島県総合政策部交通政策
課

参 事 兼
交 通 政 策 課長

鈴 木 圭 祐 県：会長

2
鹿児島県南薩地域振興局
総務企画部総務企画課

総 務 企 画 課長 上 脇 紀 明 県：副会長

3 指宿市総務部企画政策課 企 画 政 策 課長 東 忠 孝 沿線市

4 南九州市企画課 企 画 課 長 葛 迫 亮 沿線市：監査委員

5 枕崎市企画調整課 企 画 調 整 課長 篭 原 正 二 沿線市

6
九州旅客鉄道株式会社
総合企画本部地域戦略部

担 当 部 長 堀 江 秀 理 鉄道事業者

7
呉工業高等専門学校
環境都市工学分野

教 授 神 田 佑 亮 学識経験者

オブザーバー

1
国土交通省九州運輸局
交通政策部交通企画課

交 通 企 画 課長 鈴 木 貴 大 国

2
国土交通省九州運輸局
鉄道部計画課

計 画 課 長 井 料 達 己 国

3
国土交通省九州運輸局
鹿児島運輸支局

首席運輸企画専門官
（企画調整担当）

谷 口 誠 一 国

指宿枕崎線（指宿・枕崎間）の将来のあり方に関する検討会議　委員名簿



JR指宿枕崎線（指宿・枕崎間）検討調査業務委託の実施について

○ 令和７年２月10日に開催した第２回検討会議にて，以下の事項を令和７年度の中心的な取組と
することを関係者（県，沿線市（指宿市，南九州市，枕崎市），九州旅客鉄道(株)，有識者）間で整理。

① ワークショップ等にて地域との関わりを継続 ② 経済的価値の見える化を調査
③ 地域として稼いでいくために必要な実証事業の実施 ④ 担い手，伴走者の創出の検討等

○ ①〜④の取組を実施していく上で，既存データの活用や地域の意見を踏まえた指宿枕崎線の課題の
整理など，関係者間で今後整理・検討が必要。

○ 一方で，経済的価値の見える化（社会・経済的価値の可視化・定量化）にあたっては，関係者間での議論は一定
の限界があると考えられ，専門的な知見を持つコンサルタント事業者への調査委託が必要。

以上を踏まえ，

検討調査業務委託の実施について（事務局案）
○ 事業者に調査内容の手法等を提案させ，審査を行った上で，最も適した提案をした事業者を選定する
「公募型プロポーザル方式」について，検討を行う。

○ 社会・経済的価値の可視化・定量化を行うため，「JR指宿枕崎線（指宿・枕崎間）検討調査業務委
託仕様書（案）」等の内容について，関係者間で議論し，検討を行う。

資料１


